
 今日で８６日間の２学期が終わりました。保護者の皆様には、本校教育活動へのご理解と

ご支援をいただきましたことに感謝申し上げます。あわせて子ども達の体調管理にご配慮い

ただきありがとうございました。 

さて、今学期を振り返ってみますと今年度から様変わりした保護者参加型の学習成果発表

会やマラソン大会を実施することができました。地域や外部機関とのかかわりをもった学習

活動を継続して進めることができたおかげです。学校運営協議会のご支援をいただきながら

生活科見学、まち歩き、地域ゲストをお招きしての学習、他にも工場や農家の見学、公共機

関の学習や見学と実感をもてるような学習活動とすることができました。各教科等の理解を

深めるだけでなく、地域理解を深める、地域を見つめ直す一つの機会とすることができまし

た。また、縦割りそうじや縦割り遊び、児童会の活動を通して、自分たちの生活を振り返り

ながらお互いに思いやりながら活動を進めてきました。 

いよいよ明日から冬休みです。学校を離れ自分自身の計画に従い時間を管理することになり

ます。学年に応じて、一人一人が決めたことをやり抜くことで、自己管理する力をつけてほ

しいと思っています。多少うまくいかなかったり、失敗したりすることもあると思います。

保護者の皆様には、うまくいったことは褒めていただき、時折失敗したことにはもう一度チ

ャレンジできるよう子どもたちを支え、背中を押していただければと思います。 

冬休みなど長期休みになると生活リズムが乱れてしまうという子どもも少なくありません。

生活リズムが崩れてしまうと、心や身体への影響があります。 

そこで、児童会では以下に示す１０のきまりを全校児童に呼びかけました。子ども達なり

に、どのような生活を送ればいいのかを考えてくれています。 

1. 早寝早起きをしよう！ 

2. 計画的に学習をしよう！ 

3. 運動や読書ができる日は、なるべく取り組もう！ 

4. 会った人にあいさつをしよう！ 

5. 毎日手洗い、うがいをしよう！ 

6. 家族のゲームのルールを守ろう！ 

7. バランスの良い食事をとろう！ 

8. ルールを守って冬にしかできない遊びをしよう！ 

9. 事故やけがに気を付けよう！ 

10. ４時には家にいるようにしよう！ 

この中でも１と２は、これまでもあまりよくできていないので、がんばってほしいというこ

とでした。また、６のゲームについては、以前の校報でもお伝えした通り自己管理できるよ

うにしたいところです。ご家庭でもこれらのことをお子さんに問いかけながら、心配りをし

ていただけると幸いです。 
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タイム「自学のすすめ№６」今回のテーマは、冬休みに向けて

「自由研究」です。冬休みの学習課題に作品があります。夏冬の

いずれかでは研究に取り組みましょう。ということになっていま

すが、夏冬どちらも取り組むことは構いません。各学級では事前

の指導をしておりますが、この「自学のすすめ」も参考にしてい

ただきながら、取り組んでみることはいかがでしょうか。  

１０月に実施した学習成果発表会。学習活動を通した「自由研究」

に近いものです。全体としての大きな課題はあるものの、個人が追

究したい課題に向かって取り組んだものです。各家庭に帰る冬休み

においても、学校でつけた力を活用しながら、保護者の皆様のご支

援をいただき、さらにその子なりの課題を見つけ出して追究してみ

るよい機会です。今回の休みからタブレットを使った調査やまとめ

も可能としています。学校でつけた力を存分に発揮してほしいと思

っています。特にも、調べる際にはまだまだ不慣れなこともあると

思いますので、検索の仕方等保護者の皆様から知恵を貸していただ

ければ幸いです。 

 

 

明日からの冬休みに向けて、子どもたちは学校の図書室から一人３

冊の本を借りました。OECD（経済協力開発機構）が３年に一度、

「生徒の学習到達度調査」を世界各国で実施している調査（通称

「PISA」）の調査からは、読書と読解力には関連性があることが示

されています。ここで言う「読書」とは、「読んだ本の量」ではなく、

「読書への熱中度」であり、それが高い子どもほど、読解力テストの

成績が良いということが分かっています。少しの時間でも、読書に熱

中できる時間があるといいですね。さらに、読解力を上げるには、多様な分野の本を読む・

音読をする・語彙力をつける・要約をするという方法があります。この中で、ご家庭での時

間を上手に活用して、おうちの人が子どもに読んでもらう（音読になります）とか、読んだ

後に、「どんなお話だったの？」（要約をする）と尋ねることもできそうです。このことは、

さらに親子のコミュニケーションを深めるにもいいかもしれません。また、お子さんを褒め

るよい機会にもなりそうです。冬のひと時、このような時間はいかがでしょうか。 

 

お知らせ 

 
総合的な学習の時間でまとめた内容を学習成果発表会でご覧

いただきました。活動を進める中で、５年生は広くムラサキを

知ってもらいたいという思いをもちました。そこで、学校の

HPに活動紹介というサブサイトを作り、掲載する 

こととしました。５年生の「ムラサキのこと伝え隊」 

でまとめた内容を右記のサイトにてご覧いただけま 

す。どうぞご覧ください。現在６年生の内容につい 

て掲載準備中です。 

本に親しむことで… 
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№6 はこちら↑ 

11月に児童会で行っ

た赤い羽根共同募金は、

12，227円集まりまし

た。このお金は、執行部

から社会福祉協議会へ送

らせていただきました。

ご協力ありがとうござい

ました。 


